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2003 年 2 月 9 日、言わずと知れたインターネットの掲示板である２ちゃんねるに『人生

最大の発見』と名付けたスレッドを立て、「原則」の存在を説き始めたのが私である。その

趣旨からスレッドは『原則スレ』と呼ばれているが、次第に「原則」に興味のある人達が

集まるようになってきた。今でも存在し続けているスレッドには、これまでにおよそ三万

件ほどの投稿が寄せられている。上記のキーワードで検索してみれば、すぐに過去のスレ

ッドやホームページがヒットするようにまでなっている。哲学板に立てていたスレッドで

あるが、いつの間にかに哲学板の看板スレッドとして住民達からは認知されていた。 
世間的なイメージは良くないが、草の根的なコミュニティであることから２ちゃんねる

を、中でも哲学板を選んでスレッドを立てることにしたが、結果としてその選択は間違っ

ていなかったようである。スレッドを立ててから半年ほど経過したところで、私の意図を

完全に掴むことのできた人間が現れたのである。 
私が見い出したものは単純な真実である。同一の真実を他の人間とも共有できるのだろ

うかと、それを確かめるために実験的な意味合いを含めてスレッドを立てていたのである。 
結果として実験は大成功であった。『人生最大の発見は「原則」である！』という趣旨のメ

ッセージが彼から私に伝えられたのだ。私が発見したものは間違いのない真実であり、そ

の真実を他の人間とも共有することに成功したのである。 
ところで今回の発見について、個人にとっては『人生最大の発見』に値するものである

が、人類にとっては『人類最大の発見』に値するものになっていくと考えられる。スレッ

ドを立ててから８年ほど経っている今では「原則」の趣旨を理解する者は着実に増えてい

るが、彼らと話し合った結論として、本書の題名を『人類最大の発見は「原則」である！』

に決定したのである。 
本書の目的は大きく二つある。一つは「原則」の存在を読者に伝えること。そしてもう

一つは、我々は原則プロジェクトなるものを開始していくという趣旨を伝えることである。

要するに、本書は原則プロジェクトの名刺代わりになる本として、そして「原則」を普及

させていくための宣伝本として機能させることを目的に作られたということである。その

ため、本書を電子書籍化したものについては、ネットにて広く無償で配布していくことを

予定している。もちろんそれは『人類最大の発見』を一人でも多くの人達と、最終的には

世界中の人々と共有していきたいと考えているからである。我々が「原則」と呼んでいる

ものの正体について、読者によってその謎が解き明かされることを期待していたい。 
 

2010 年 11 月 ２ちゃんねる哲学板 人生最大の発見スレの１ 
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